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はじめに
　 私 は 大 学 1 年 の 時 に イ ン ド に 行 き、 児 童 労 働 問 題 に 取 り 組 む NGO で 児 童 労 働
の 現 場 か ら 救 出 さ れ た 少 年 た ち に イ ン タ ビ ュ ー す る 機 会 を 得 た。 そ の 際 に イ ン ド
の 性 産 業 で 幼 い 少 女 が 働 い て い る こ と を 知 り、 人 身 売 買 に つ い て 詳 し く 調 査 し よ
う と 思 っ た こ と が 本 卒 業 論 文 の 執 筆 の き っ か け で あ る。
　 本 卒 業 論 文 で は、ま ず 第 1 章 で 世 界 中 で 横 行 す る 子 ど も の 人 身 取 引 の 現 状 と 国
際 社 会 に よ る 対 策 を 概 観 し、第 2 章 で は ネ パ ー ル の 少 女 と 女 性 が 性 的 搾 取 の 対 象
と な る 原 因 を、 ネ パ ー ル の 貧 困 状 況、 地 域 格 差、 就 学 と 就 業 に 関 す る 男 女 格 差 か
ら 考 察 す る。 第 3 章 で は イ ン ド の 性 産 業 に 焦 点 を 当 て、 ネ パ ー ル・イ ン ド 間 の 国
境 を 越 え た 人 身 取 引 の 現 状 と 警 察 に よ る 取 り 締 ま り の 現 状 に つ い て 述 べ る。 第 4
章 で は、 被 害 者 支 援 の 取 り 組 み と 課 題 を 述 べ、 最 後 に 貧 困 撲 滅 と 女 性 の 地 位 向 上
の 必 要 性 に つ い て 述 べ る。
第 1 章　 子どもの国際人身取引の現状と対策
　
第 1 節 　 人 身 売 買 の 現 状
　 人 身 取 引 と は、 人 間 を 金 銭 や 利 益 を 目 的 に 取 引 す る こ と で あ り、 古 代 か ら 奴 隷
交 易 で 人 々 が 売 買 さ れ て い た。 時 代 の 変 遷 と と も に、 交 通 手 段 や 情 報 伝 達 技 術 の
発 達 に よ っ て 人 身 取 引 は さ ら に 広 ま り、1990 年 以 降 に は 経 済 の グ ロ ー バ ル 化 に
よ っ て 規 模 や 手 段、形 態 が 多 様 化 し、国 境 を 越 え た ビ ジ ネ ス と し て 盛 ん に な っ た。
　1904 年 に 採 択 さ れ た 「醜 業 ヲ 行 ハ シ ム ル 為 ノ 婦 女 売 買 取 締 二 関 ス ル 国 際 協 定」
が 女 性 の 人 身 取 引 に 関 す る 最 初 の 条 約 で あ り、 そ の 後 1910 年 の 「醜 業 ヲ 行 ナ ワ
シ ム ル 為 ノ 婦 女 売 買 禁 止 ニ 関 ス ル 国 際 条 約」、1921 年 の 「婦 人 及 児 童 ノ 売 買 禁 止
二 関 ス ル 国 際 条 約」、1933 年 の 「成 人 婦 女 の 売 買 の 禁 止 に 関 す る 国 際 条 約」 の 四
つ の 条 約 を 統 合 し、 国 際 連 合 は 1949 年 に 「人 身 売 買 及 び 他 人 の 売 春 か ら の 搾 取
の 禁 止 に 関 す る 条 約」 を 定 め た。2000 年 に 「国 際 的 な 組 織 犯 罪 の 防 止 に 関 す る
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国 際 連 合 条 約 を 補 足 す る 人 身 売 買 ( 特 に 女 性 と 子 ど も ) を 防 止 し、 抑 制 し 及 び 処
罰 す る た め の 議 定 書」 が 採 択 さ れ、「議 定 書」 は 人 身 取 引 の 定 義 を 以 下 の よ う に
定 め た。
「人 身 取 引」 と は、 搾 取 の 目 的 で、 暴 力 そ の 他 の 形 態 の 強 制 力 に よ る 脅 迫 若 し く
は そ の 行 使、 誘 拐、 詐 欺、 欺 も う、 権 力 の 濫 用 若 し く は 脆 弱 な 立 場 に 乗 ず る こ と
又 は 他 の 者 を 支 配 下 に 置 く 者 の 同 意 を 得 る 目 的 で 行 わ れ る 金 銭 若 し く は 利 益 の 授
受 の 手 段 を 用 い て、 人 を 獲 得 し、 輸 送 し、 引 き 渡 し、 蔵 匿 し、 又 は 収 容 す る こ と
を い う。
（有 斐 閣 『国 際 条 約 集』2011 年 度 版 , 448 頁）
　
つ ま り、 本 人 や 親 の 合 意 が あ っ た と し て も、 金 銭 を 得 る 目 的 で 子 ど も を 取 引 す る
こ と は 禁 止 さ れ た の で あ る。
第 2 節 　 子 ど も の 人 身 売 買 の 原 因 と 影 響
原 因
　 人 身 売 買 が 横 行 す る 背 景 に は 貧 困 と い う 問 題 が 存 在 す る。 被 害 者 は 売 人 に 貧 困
で あ る こ と を 利 用 さ れ、 巧 み に 誘 惑 さ れ て 連 れ て 行 か れ る こ と が 多 い。 ま た 親 が
よ り よ い 生 活 を 求 め、 家 庭 の 生 活 費 を 稼 が せ る た め に 子 ど も を 売 る 場 合 が あ る。
売 人 は 犯 罪 組 織 の 一 員 で あ り、 人 身 取 引 は 麻 薬 や 武 器 の 密 売 と と も に 犯 罪 組 織 の
資 金 源 に な っ て い る。
　
影 響
　UNICEF に よ る と、 取 引 さ れ た 子 ど も は 臓 器 売 買、 鉱 山 労 働、 性 搾 取 な ど に 利
用 さ れ る。 大 人 は 子 ど も の 従 順 さ や 素 直 さ を 利 用 し、 暴 力 を ふ る い 過 酷 な 労 働 環
境 の 下 で 子 ど も を 働 か せ 続 け る。(ILO 2005)　 そ の 結 果、 子 ど も は 就 学 機 会 を 逃
し、 暴 力 を 受 け た こ と に よ る ト ラ ウ マ を 抱 え、HIV 感 染 な ど の 性 感 染 症 な ど の 危
険 に さ ら さ れ る。 十 分 な 食 事 を 与 え ら れ な い こ と に よ る 身 体 の 発 達 不 足 や、 幼 い
う ち の 性 行 為 に よ る 望 ま な い 妊 娠 な ど が 子 ど も の 身 体 に 大 き な 悪 影 響 を 与 え る。
(UNICEF 2009)　
　
第 3 節 国 際 社 会 の 取 り 組 み
　 様 々 な 国 際 機 関 が 人 身 売 買 に 関 す る 取 り 組 み を 行 っ て い る。
　 国 連 人 権 高 等 弁 務 官 事 務 所 (OHCHR) は、「人 権 と 人 身 売 買 に 関 す る 原 則 お よ び
指 針 の 勧 告」 を 発 表 し、 と く に 女 性 お よ び 子 ど も の 人 身 売 買 の 予 防 お よ び 撲 滅、
保 護 や 支 援 の 指 針 を 示 し て い る。 国 連 薬 物 犯 罪 事 務 所 (UNODC) は 薬 物 や テ ロ 対
策 に 加 え、 組 織 犯 罪 に よ る 人 身 取 引 の 防 止 や 被 害 者 の 保 護 を 行 う。 国 連 児 童 基 金
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(UNICEF) は、 子 ど も の 権 利 の 実 現 を 目 指 し て 強 制 労 働 や 性 的 搾 取 な ど の 被 害 に あ
う 子 ど も の 保 護 活 動 を 行 っ て い る。 ジ ェ ン ダ ー 平 等 と 女 性 の エ ン パ ワ ー メ ン ト の
た め の 国 連 機 関 (UN Women) の 活 動 は、女 性 と 女 児 に 対 す る 暴 力 の 根 絶 を 目 標 に、
人 身 売 買 の 予 防 に つ な が る 女 性 の 地 位 向 上 に 取 り 組 ん で い る。
第 2 章　ネパールにおける貧困の実態
　
第 1 節 　 ネ パ ー ル の 経 済 状 況
　 ネ パ ー ル は、2014 年 に お け る 一 人 あ た り GDP が 206 位 の 世 界 で 最 も 貧 し い 国
の 一 つ で あ り、2011 年 の 人 間 開 発 指 数 で は 187 か 国 中 157 番 目 で あ る。 近 年 の
GDP 成 長 率 は 3.4%(2011 年 )、4.9%(2012 年 )、3.8%(2013 年 ) と 推 移 し て お り、1
人 当 た り の 名 目 GDP( ド ル ) は 255 ド ル (2001/02) か ら 735 ド ル (2011/2012) へ と
成 長 を 見 せ て い る が、 こ れ は 復 興 援 助 が 影 響 し て い る。 ま た、GNP の 20% 以 上
が 海 外 送 金 に よ る も の で あ る。 こ の 片 隅 に 人 身 取 引 で 国 境 を 越 え る 少 女 た ち が 存
在 す る。 国 際 貧 困 ラ イ ン ( 一 日 の 賃 金 が $1.25 以 下 ) 以 下 で 暮 ら す 人 の 割 合 は 7
年 で 半 分 に な り、2010 年 国 際 貧 困 ラ イ ン 以 下 で 暮 ら す の は 人 口 の 23.7% で あ る。
第 2 節 　 地 域 格 差 と 男 女 格 差
　 国 民 の 生 活 実 態 を 知 る た め に、1995/96 年、 最 初 の 生 活 水 準 調 査 が 政 府 に よ っ
て 実 施 さ れ、Nepal Living Standards Survey by government of Nepal(NLSS Ⅰ ) と し て 発
表 さ れ た。
　 表 1 で は、住 居 か ら 最 寄 施 設 へ の 平 均 到 達 時 間 を あ ら わ し て い る。 こ れ に よ る
と 農 村 の 人 々 は 都 市 の 人 々 よ り 施 設 や 交 通 手 段 へ ア ク セ ス す る こ と が 困 難 で あ る
の は 明 ら か で あ る。
　 　 　 　 　 　
表 1　 住 居 か ら 最 寄 施 設 へ の 平 均 到 達 時 間
施設 都市 農村
公立病院 26 分 2 時間 28 分
バス停 12 分 1 時間 30 分
舗装道路 8 分 2 時間 55 分
　 出 所 ：Nepal Living Standards Survey by government of Nepal
　 表 2 は 男 女 と 地 域 別 の 賃 金 労 働 者 の 農 業・非 農 業 従 事 の 割 合 を あ ら わ し て い る。
こ れ に よ る と 非 農 業 部 門 へ の 就 業 は 担 い 手 と し て は 男 性、 場 所 と し て は 都 市 部 に
偏 っ て い る こ と が わ か る。
東京女子大学　経済研究　第 4号　2016
23
表 2　 男 女、地 域、階 層、年 代 別 に み る 賃 金 労 働 者 の 農 業 と 非 農 業 従 事 の 割 合 ( 行
方 向 )(%)
農業従事 非農業従事 合計
男性 23.6 76.4 100
女性 55.2 44.8 100
都市 10.4 89.6 100
農村 41.1 58.9 100
カトマンズ都市部 0.5 99.5 100
出 所 ：Nepal Living Standards Survey by government of Nepal
　 第 3 節 　 教 育 格 差
　 第 3 節 で は、 ネ パ ー ル 全 体 の 識 字 率 の 変 化 (1995/96-2010/2011) を 述 べ る。 図
1 は 1995/1996 年 -2010/2011 年 の 男 女 ・ ネ パ ー ル 全 体 の 成 人 識 字 率 の 変 化 を あ
ら わ し て い る。 こ れ に よ る と、1995 年 か ら 2010 年 に か け て、 国 全 体 の 識 字 率
は 上 昇 し て い る が、 男 女 間 に 大 き な 差 が あ る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※ NLSS- Ⅰ (1995/96)、NLSS- Ⅱ (2003/04)、NLLS- Ⅲ (2010/11)
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 出 所 ：Nepal Living Standards Survey by government of Nepal
図１　成人識字率 1995/96-2010/11
　　男性　　　　女性　　　ネパール全体
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第 3 章  ネパール・インド間の人身売買
　
第 1 節 　 人 身 売 買 の 手 段 ・ 経 路 と 労 働 環 境
売 買 の 手 段 と 経 路
　 ネ パ ー ル の 少 女 が イ ン ド の 売 春 宿 に 売 ら れ る ま で、リ ク ル ー タ ー、ブ ロ ー カ ー、
仲 介 者 と い う 人 物 た ち が か か わ る。 リ ク ル ー タ ー 1 は、 農 村 を 訪 れ、 貧 し い 少 女
を 狙 う。 巧 み な 誘 い 文 句 で 少 女 を 村 か ら 連 れ 出 す。 純 朴 な 少 女 た ち は 貧 し い 親 を
助 け た い、過 酷 な 農 作 業 か ら 逃 れ た い と い う 理 由 で、簡 単 に 誘 い に 乗 り、リ ク ル ー
タ ー を 信 用 し て つ い て 行 っ て し ま う。 リ ク ル ー タ ー は バ ス 停 な ど で ブ ロ ー カ ー
( 周 旋 人 ) に 少 女 を 受 け 渡 す。 次 に、 国 境 で 待 つ 仲 介 人 は 少 女 の 夫 や 兄 を 装 っ て
一 緒 に 国 境 を 越 え る。 こ の 役 割 を 女 性 が 担 い、 よ り 怪 し ま れ な い よ う な 方 法 を と
る こ と も 少 な く な い。 や が て 売 春 宿 へ た ど り 着 き、 仲 介 人 が 売 春 宿 経 営 者 へ 少 女
を 売 る。 少 女 は そ こ で 行 わ れ て い る こ と を 目 の 当 た り に し、自 分 は 売 ら れ た の だ、
と 気 づ く。( 長 谷 川 ま り 子 2007 :p60-72) (NHK 2007)
　
労 働 環 境
　 売 春 宿 で は、 一 日 数 十 人 の 客 の 相 手 を さ せ ら れ る。 店 主 や 客 の 要 求 を 拒 否 す れ
ば 激 し い 暴 行 が 加 え ら れ る。 売 春 宿 は マ フ ィ ア と 結 託 し て お り、 絶 え ず 監 視 と
追 っ 手 が あ る た め、 脱 出 す る こ と は き わ め て 困 難 で あ る。( ラ リ グ ラ ス ジ ャ パ ン
2014)
第 2 節 　 ネ パ ー ル 少 女 が 売 ら れ る 理 由 と 買 わ れ る 理 由
売 ら れ る 理 由 （供 給 要 因）
　 ネ パ ー ル の 少 女 が 売 ら れ る 理 由 は、 貧 困 で あ る。 親 は お 金 目 当 て で 子 ど も を
売 る、 ま た は 子 ど も を 働 き に 出 し た 方 が 雇 主 に 食 事 を 摂 ら せ て も ら え、 子 ど も
た ち は よ り よ い 生 活 を 送 れ る の で は な い か と い う 望 み を 持 つ こ と も あ る。 ま
た、 子 ど も た ち は 貧 困 が 原 因 で 学 校 へ 通 え ず、 人 身 売 買 に 関 す る 知 識 さ え も 得
る こ と の な い 環 境 に い る た め、 人 身 売 買 に 対 す る 危 機 感 が 全 く な い。(Child Reach 
International 2013：6 頁 ) 
　 さ ら に ダ ウ リ ー も 少 女 が 売 ら れ る 一 因 と な っ て い る。 ダ ウ リ ー と は 持 参 金 の こ
と で あ る が、 ネ パ ー ル の 慣 行 で は ダ ウ リ ー が 女 性 の 家 族 か ら 提 供 さ れ る。 娘 を も
つ 貧 困 家 庭 は ダ ウ リ ー を 支 払 う こ と が 出 来 な い た め、 幼 少 期 に 少 女 を 売 っ て し ま
う の で あ る。(PILnet 2012)
　 カ ー ス ト 制 度 も ネ パ ー ル で 少 女 が 売 ら れ る 理 由 の 一 つ で あ る。4 つ の カ ー ス ト
の 最 下 層 に、 人 間 扱 い さ れ な い 者 と し て ダ リ ッ ト （不 可 触 民） と 位 置 づ け ら れ た
女 性 は 社 会 的 差 別 と 貧 困 に 苦 し み、 買 う 側 は そ れ を 利 用 し て、 貧 し さ か ら 抜 け 出
せ る な ど と 巧 み に 少 女 を 誘 惑 し、 村 か ら 連 れ 出 す の で あ る。(IMADR,　2012 年 )
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買 わ れ る 理 由 （需 要 要 因）
　 ネ パ ー ル で 少 女 が 買 わ れ、 イ ン ド の 売 春 宿 で 働 か さ れ る の は、 男 性 の 需 要 が あ
る か ら で あ る。 売 春 宿 の イ ン ド 人 客 は、 イ ン ド 女 性 よ り も モ ン ゴ リ ア ン 系 の 色 白
の ネ パ ー ル 人 を 好 む。（ラ リ グ ラ ス ジ ャ パ ン 2014） ま た、 世 界 中 で 買 春 ツ ア ー や
児 童 ポ ル ノ が 一 つ の ビ ジ ネ ス と し て 成 立 し て お り、 イ ン タ ー ネ ッ ト な ど の 技 術 進
歩 に よ っ て 消 費 者 に と っ て サ ー ビ ス の 選 択 肢 が 広 ま っ た。
　 イ ン ド の 性 産 業 に お け る サ ー ビ ス の 需 要 は 高 ま り、 そ の 供 給 を 満 た す た め に、
貧 し い 農 村 か ら ネ パ ー ル 少 女 が 買 わ れ て ゆ く。 さ ら に、 入 管 職 員 な ど の 警 察 職 員
が 共 謀 し、 わ い ろ に よ っ て 人 身 売 買 を 見 逃 し て い る と い う 実 情 が あ る。 人 身 売 買
組 織 と 政 府 や 警 察 職 員 の 癒 着 が、 犯 罪 者 の 摘 発 を 妨 げ、 人 身 売 買 を 拡 大 さ せ て い
る。（Nisheeth Rai, V. Kumar 2012）
　
第 3 節 　 人 身 売 買 の 取 り 締 ま り と 政 府 ・ 警 察 の 課 題
　 本 節 で は、 ネ パ ー ル と イ ン ド の 人 身 売 買 の 取 り 締 ま り に 関 す る 主 な 法 律 を 取 り
上 げ、 あ わ せ て 国 際 条 約 へ の 批 准 状 況 を み る。 そ し て 政 府・警 察 の 課 題 を 述 べ る。
　 ま ず、ネ パ ー ル の 憲 法 や 法 律 で は、他 人 を 売 る 行 為、買 う 行 為 を 禁 止 し て お り、
重 い 禁 固 刑 と 罰 金 が 科 さ れ て い る。 ネ パ ー ル と イ ン ド 間 で 行 わ れ る 人 身 売 買 に 関
し て、 ネ パ ー ル は 少 女 を 国 内 で 買 い、 売 春 を さ せ る 目 的 で 国 外 へ 売 る 行 為 を 禁 止
し て い る。（Nisheeth Rai, V. Kumar 2012）
　 イ ン ド 政 府 は 国 境 を 越 え た 人 身 売 買 の 撲 滅 に 積 極 的 に 取 り 組 ん で い る。 イ ン ド
の 刑 法 で は す で に 1860 年 か ら、 イ ン ド 国 外 か ら 少 女 を 連 れ て く る こ と、 売 春 の
目 的 で 働 か せ る こ と を 禁 止 し て い る。 し か し、 法 の 効 力 は な く、 人 身 売 買 は ム ン
バ イ な ど の 商 業 都 市 で は は び こ っ て い る。 売 春 宿 を 経 営 す る こ と も 1956 年 に 違
法 と さ れ て い る が、商 業 都 市 に は 数 多 く 存 在 し、取 り 締 ま る こ と が 出 来 て い な い。
　 ネ パ ー ル と イ ン ド は、 そ れ ぞ れ 人 身 取 引 に 関 す る 議 定 書 に も 批 准 し て い る に も
か か わ ら ず、 両 国 間 の 少 女 の 人 身 売 買 は 頻 繁 に 起 こ っ て い る。 つ ま り、 両 政 府 の
犯 罪 組 織 を 摘 発 す る 能 力 の 低 さ、 警 察 職 員 の 無 責 任 さ、 警 察 職 員 の 汚 職 な ど が 人
身 売 買 ネ ッ ト ワ ー ク を は び こ ら せ る 元 凶 と な っ て い る の で あ る。 (Nisheeth Rai, V. 
Kumar 2012)
　 人 身 売 買 は 一 国 の 問 題 で は な く、 国 境 を 越 え て 起 き て い る た め、 多 国 間 の 協 力
が 不 可 欠 で あ る。 法 の 執 行 に 関 し て は 相 互 が 厳 し く 監 視 し、 取 り 締 ま り が 行 わ れ
て い る か ど う か を 調 査 し 合 う 必 要 が あ る。
　
政 府 と 警 察 の 課 題
　 ネ パ ー ル 政 府 と 警 察 の 今 後 の 課 題 は、 法 を 確 実 に 執 行 し、 犯 罪 者 を 厳 格 に 取 り
締 ま る こ と で あ る。 そ し て、 人 身 売 買 や そ れ に 関 す る す べ て の 報 告 に 対 し て、 迅
速 に か つ 徹 底 的 に 調 査 を 行 い、 証 拠 が 固 ま れ ば 起 訴 す る べ き で あ る。 国 境 付 近 で
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の 汚 職 や わ い ろ の 問 題 が 多 発 し て い る こ と か ら、 そ れ ら の 犯 罪 に 厳 罰 を も っ て の
ぞ み、 地 方 の 警 察 職 員 に 対 し て 人 権 教 育 を 行 い 人 身 売 買 に 関 す る 認 識 を 高 め る こ
と が 必 要 で あ る。 イ ン ド 政 府 は、 売 春 と 人 身 売 買 の 法 律 を 改 定 し、 売 買 や 売 春 宿
事 業 に か か わ る す べ て の 調 査 に 精 力 を 向 け、起 訴 す る べ き で あ る。 リ ク ル ー タ ー、
ブ ロ ー カ ー、 仲 介 人、 売 春 宿 の 店 主 な ど を 含 む、 売 買 や 売 春 宿 の 経 営 に か か わ る
者 へ の 起 訴 に 関 す る 法 律 は、 厳 格 に 施 行 さ れ る べ き で あ り、 警 察 職 員 の 汚 職 に か
か わ る 調 査 も 徹 底 的 に、か つ 公 平 で あ る べ き で あ る。 (Nisheeth Rai,V. Kumar. 2012) 
組 織 の 摘 発 に と っ て 不 可 欠 な の は 被 害 者 か ら の 情 報 提 供 で あ る。
第 4 章　現地 NGO による監視活動と被害者支援、 そして今後の課題
　
第 1 節 　 現 地 NGO 団 体 に よ る 救 出 活 動 と 被 害 者 支 援
現 地 NGO に よ る 監 視 と 救 出
　 マ イ テ ィ ・ ネ パ ー ル は、1993 年 に 創 立 以 来、 搾 取 や 暴 力、 人 身 売 買 な ど の 犯
罪 か ら 女 性 や 子 ど も を 守 る た め に 活 動 し て き た ネ パ ー ル の NGO 団 体 で あ る。 売
春 宿 か ら 救 出 さ れ た 少 女 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン、HIV/AIDS の 治 療、 ス ト リ ー ト チ
ル ド レ ン や AIDS で 親 を 亡 く し た 子 ど も の 保 護 な ど を 行 っ て い る。 マ イ テ ィ ・ ネ
パ ー ル に は、 自 ら も 売 春 宿 に 売 ら れ た 経 験 を 持 つ ス タ ッ フ も 多 く、 彼 女 た ち は 傷
つ い た 少 女 た ち の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン だ け で な く、 ネ パ ー ル ・ イ ン ド 間 の 国 境 で
バ ス の 検 問 を 行 い、 被 害 者 を 救 出 す る と い う 働 き も し て い る。 (NHK 2007)
　 か つ て 人 身 取 引 の 被 害 者 だ っ た ス タ ッ フ た ち は、 幼 い 少 女 を 自 分 と 同 じ 目 に 遭
わ せ た く な い と い う 強 い 思 い で 働 い て い る。 国 境 で の 労 働 環 境 は 決 し て 良 い も の
で は な い が、 そ の よ う な 強 い 動 機 を も つ 女 性 ス タ ッ フ た ち が い る お か げ で、 人 身
売 買 の 水 際 で 救 出 さ れ て い る 少 女 た ち が い る。NGO 団 体 は、 人 身 売 買 撲 滅 に た
い し て、 政 府 や 警 察 職 員 に は な い 強 い 使 命 感 を も っ て 働 い て お り、 少 女 救 出 の 重
要 な 役 割 を 担 っ て い る。
現 地 NGO 団 体 が 行 う 被 害 者 支 援
　 ネ パ ー ル で 初 め て、 人 身 売 買 の 被 害 者 に よ っ て 設 立 さ れ た シ ャ ク テ ィ サ ム ハ 2
は、 人 身 売 買 予 防、 保 護 （リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン や 社 会 復 帰）、 被 害 者 の 裁 判 支 援、
施 設 の 運 営、 人 身 売 買 予 防 に 関 す る 啓 発 活 動 を 行 っ て い る。 被 害 者 支 援 の 分 野 で
は、 安 定 的 な 収 入 を 得 る た め の 職 業 訓 練、 被 害 者 が 安 心 し て 暮 ら せ る 施 設 （シ ェ
ル タ ー） の 運 営 を 行 っ て い る。 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン と 社 会 復 帰 の た め の プ ロ グ ラ
ム の 中 で は、 被 害 者 と そ の 家 族、 コ ミ ュ ニ テ ィ を 対 象 と し た カ ウ ン セ リ ン グ、 学
校 教 育 や 職 業 斡 旋 な ど を 行 っ て い る。(Shakti Samuha 2014)　 こ の 被 害 者 以 外 の 者
へ の カ ウ ン セ リ ン グ は 重 要 で あ る。 も し、 近 隣 の 人 々 が 帰 還 し た 少 女 た ち を 非 難
す る と、 あ る い は、 家 族 が 人 身 取 引 の 実 態 を 理 解 し て い な い と、 被 害 者 は ま た 同
東京女子大学　経済研究　第 4号　2016
27
じ 売 春 の 道 に 戻 っ て し ま う 可 能 性 も あ る。 救 出 後 の 繊 細 な 少 女 た ち に と っ て、 自
分 と 同 じ 経 験 を し た ス タ ッ フ が 身 近 に い る と い う の は 心 強 く、NGO 団 体 だ か ら
こ そ で き る 心 の カ ウ ン セ リ ン グ や 支 援 が あ る。 少 女 た ち の 傷 つ い た 気 持 ち に 寄 り
添 い、 一 人 ひ と り に 合 っ た 支 援 を 行 う こ と が NGO 団 体 の 大 切 な 役 目 で あ る。
第 2 節 　 貧 困 撲 滅 と 女 性 の 地 位 向 上 の 必 要 性
　 ネ パ ー ル で は、 農 業 で 収 入 を 得 て い る 人 口 の 約 60% が 貧 困 層 で あ る。 農 村 の
家 庭 は 貧 し く、 子 ど も が 働 か な け れ ば い け な い 状 態 に あ る た め、 ブ ロ ー カ ー は よ
り 良 い 仕 事 を 紹 介 す る な ど し て 少 女 を 誘 惑 し、 連 れ 去 っ て ゆ く。 人 身 売 買 の 標 的
に な ら な い た め に、 ま ず 貧 困 か ら 抜 け 出 し、 生 活 水 準 を 向 上 さ せ る 必 要 が あ る。
　 貧 し い 農 村 の 少 女 は 教 育 機 会 が 奪 わ れ る。 働 き に 出 る こ と や、 親 の 代 わ り に 家
事 や 兄 弟 の 世 話 を す る こ と に よ り 学 校 に 通 う こ と が で き な い。 低 就 学 率 の 背 景 に
は、 親 の 世 代 が 十 分 な 教 育 を 受 け て い な い た め、 教 育 の 重 要 性 が 親 に 浸 透 し て い
な い こ と も 考 え ら れ る。 貧 困 を 改 善 し 少 女 が 学 校 に 通 え る 環 境 を つ く り、そ し て、
親 に 教 育 を 受 け さ せ る こ と の 必 要 性 と 重 要 性 を 認 識 さ せ る 必 要 が あ る。
　 社 会 的 に 女 性 の 地 位 を 向 上 さ せ る こ と も、 少 女 が 人 身 売 買 の 標 的 に な ら な い た
め に 必 要 な こ と で あ る。 親 は 女 子 よ り 男 子 の 就 学 を 優 先 さ せ る た め、 女 性 の 識 字
率 は 低 く な り、 家 庭 外 で 仕 事 を 得 る こ と は 難 し い。 そ こ に 娘 を 嫁 に 出 す 際 の ダ ウ
リ ー の 負 担 が 加 わ る。 総 じ て、 女 性 が 農 業 に 従 事 す る 割 合 は 高 く な り、 都 会 の 情
報 を 得 る こ と な く 隔 絶 さ れ た 農 村 に 住 む 女 性 が 人 身 売 買 の 標 的 に な る。
　 立 場 の 弱 い 女 性 が ひ と り で 意 見 を 発 す る こ と は 難 し い が、 コ ミ ュ ニ テ ィ の 女 性
同 士 が 協 力 し て 団 結 す る こ と で、 家 庭 内 で も 女 性 自 身 が 発 言 で き る 場 面 が 増 え
る。 成 人 女 性 が 経 済 力 を つ け る こ と も 大 切 で あ る。 男 性 も 女 性 も、 社 会 に お け る
女 性 の 役 割 や 能 力 に 関 す る 先 入 観 を 払 い 去 り、 男 女 平 等 に 生 き る こ と が で き る 社
会 に 変 え る べ き で あ る。 家 庭 内 で の 女 性 の 社 会 的 地 位 の 向 上 が 女 性 の 就 学 率 の 上
昇 に つ な が り、 そ し て 教 育 が 女 性 を 貧 困 か ら 救 い 出 す カ ギ と な る。
　 人 身 売 買 の 社 会 的 要 因 は、 貧 困、 差 別 的 な 婚 資 の 慣 行、 女 性 の 教 育 と 就 業 機 会
の 欠 如 で あ る。 家 庭 が 貧 困 状 態 か ら 脱 し、 女 子 が 学 校 へ 通 え る よ う に な れ ば、 少
女 は 人 身 売 買 の 標 的 に な ら な い。 ま た、 社 会 全 体 の 女 性 の 地 位 を 向 上 さ せ、 家 庭
内 で 女 性 が 弱 い 立 場 に な ら な い よ う に す る こ と で、 女 性 は 意 思 を 主 張 す る こ と が
で き、 性 的 搾 取 さ れ る 対 象 で は な く な る。 そ の た め に は、 人 身 売 買 を 未 然 に 防 ぐ
こ と か ら 被 害 者 の 救 出 や 社 会 復 帰 支 援 ま で を、 政 府 ・ 警 察 が NGO 団 体 と 協 力 し
て 行 う と と も に、 少 女 の 就 学 及 び 女 性 の 就 業 ・ 起 業 支 援 な ど 総 合 的 な 女 性 の エ ン
パ ワ ー メ ン ト 施 策 が 必 要 で あ る。
東京女子大学　経済研究　第 4号　2016
28
注
リ ク ル ー タ ー １ … 少 女 に 対 し て 働 き 口 の 斡 旋 な ど を 行 う 者 ( 国 際 移 住 機 構 　2007)
シ ャ ク テ ィ サ ム ハ ２ … 力 の グ ル ー プ と い う 意 味
【引 用 文 献】　
・ 長 谷 川 ま り 子 ,2007,『少 女 買 春 - イ ン ド に 売 ら れ た ネ パ ー ル の 少 女 た ち』, 光 文
社
・ ラ リ グ ラ ス ジ ャ パ ン , 2014,　“ ネ パ ー ル の 人 身 売 買 の 概 要 ”　( 閲 覧 日 ：2014 年
11 月 28 日 ：www.laligurans.org/10shoujyobaibai.html)
・Child Reach International,2013　“Child Trafficking in Nepal : Causes and Consequences”
・ILO,2005,“Trafficking in children”
(http://www.ilo.org/ipec/areas/Traffickingofchildren/lang--en/index.htm　2014 年 12 月
10 日 )
・IMADR,　2012,　“ 南 ア ジ ア に お け る ダ リ ッ ト の 現 状 ”　
・ NHK BS ド キ ュ メ ン タ リ ー , 2007,『人 身 売 買 か ら 少 女 を 救 え ～ ネ パ ー ル ・ 立 ち
あ が る 被 害 者 た ち ～』( 放 送 日 ：2007 年 12 月 1 日 )
・Nisheeth Rai, V. Kumar. 2012, “Trafficking in women and children in India: emerging 
perspectives, issues and strategies”, New Delhi: Serials Publications.
・PILnet, 2012,“Nepal Supreme Court orders Criminalization of Dowry Demands” 　 (http://
www.pilnet.org/project-updates/170-nepal-supreme-court-orders-criminalization-of-dowry-
demands.html　2014 年 12 月 3 日 )
・Shakti Samuha, 2014, “Annual Report 2014”
・UNICEF,2009,「子 ど も の 商 業 的 性 的 搾 取」
(http://www.unicef.or.jp/about_unicef/about_act04_08.html　 閲 覧 日：2014 年 12 月 10
日 )
指 導 教 員 ： 古 沢 希 代 子
